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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
十
日
と
な
り
ま
し
た
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こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
、
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

冽
京
都
」
が
開
催
さ
れ
た
こ
の
年
に
、
木
幡
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
開
館
。
地
域
福
祉
、
高
齢
者
保
健
福

祉
の
充
実
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
営
茶
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「
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」
の
建
て
替
え
が
完
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。
紫
式
部
文
学
賞
・
市
民
文
化
賞
を
は
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め
源
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物
語
散
策
の
道
整
備
や
歴
史
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と
の
連
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図
っ
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、
宇
治
の
歴
史
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を
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し
た
ま
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ほ
か
に
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駅
前
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の
整
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植
物
公
園
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建
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な
ど
の
事
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着
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進
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。
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に
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の
中
核
都
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に
ふ
さ
わ
し

い
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
と
し
て
一
層
発
展

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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自
転

車
の
リ
サ
イ
ク
ル
販
売
を
４
月
か
ら

隔
月
に
実
施
。
現
在
は
は
が
き
で
の

申
し
込
み
制
に
な
っ
て
い
ま
す

ト
受
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式
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ト
「
源
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ろ
ま
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、
文
化
フ
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バ
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ー
能
な
ど
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だ
く
さ
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に
開
催

虚
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公
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よ
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、
政
治
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の
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は
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す
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治
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９
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…
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三
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¨ 万

一
　
せ

　
3
0
附
　
　
窓
言
言
言
匹
匹
縦
言
言
居
心
願
　
　
ｉ

月
１
窓
縦
谷
言
｛
’
一
示
竃
陽
京
畿

１９
　
　
｝
万
‘
作
、
｛

０
　

２
一
一一
三
万

・
　
　
ａ

¨
“
開
　
　
　
・

誰
誰

一
｛
…
…
．
大
作
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一
匹

’ 万
作
｛・

’
．
‘
’
一
’
・
．
・

作
’

｀
・
．
一
万
『

’ 『
一

匹

・ 』
．

9 0
　
　
作
．
皿
・
休

　
2
7
側
　
　
　
　

言
言
一
高
窓
五
　
蕪
一
　
　
友

　
詔
言
冊
難
　
　
　
　
　
言
万
一

〈
　
⊇
－
　
凹
陽

　
　
　
　
胆
ド
』
一
ば

Ｉ

　
　
　
ケ
竺
』
　
　
　
昌
器
心

　
■
　
　
　
　
ｙ
一
一
一
一
一
　

７

儲
７

　
　
　
｝
’

一
一
一
匹
　
一
ｙ

ｓ

一
一
一

ａ

皿

１
　

四
　
　
″

　
　
　
ａ

Ｅ

‘ ｔ
四
匹
Ｊ
。
一
Ｅ
四
作
．

１
　

　
　
　
ｍ

皿
一
Ｅ
一
一
一
皿
一
一
一
一

　 　
一

　 　
　 　

一
四
一
丿

斎

皿

市
役
所

連
絡
所

　
市
役
所
連
絡
所
は
、
十
二

月
二
十
九
日
出
か
ら
休
み
と

な
り
ま
す
。
年
内
に
市
役
所

連
絡
所
な
ど
を
通
じ
て
住
民

票
な
ど
が
必
要
な
人
は
、
連

絡
所
へ
は
二
十
七
日
間
の
午

前
中
（
イ
ケ
ダ
酒
店
は
二
十

四
日
溺
・
カ
メ
ラ
の
う
さ
ぎ

堂
は
二
十
三
日
俐
の
午
前
忠

ま
で
に
、
市
民
課
へ
は
二
十

八
日
収
の
午
前
中
ま
で
に
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
年
の
取
り
扱
い

開
始
日
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　
〈
1
月
4
日
脚
か
ら
〉

　
○
京
菓
子
司
幸
栄
堂
　
○

黄
聚
薬
局
○
手
芸
と
カ
メ

ラ
の
店
マ
ツ
モ
ト
　
○
Ａ
・

Ｆ
写
真
館

休日急病診療所

七

〈
1
月
5
日
伽
か
ら
〉

　
○
リ
ビ
ン
グ
ナ
ツ
カ
　
○

イ
ケ
ダ
酒
店
　
○
あ
た
り
や

○
カ
メ
ラ
の
う
さ
ぎ
堂

　
〈
１
月
６
日
出
か
ら
〉

　
○
カ
ン
ベ
薬
局
　
○
松
下

時
計
店
’

平成6年度|

　指名登録業者の受け付け

ニ市内業者を対象に2月7日(月)から

　
平
成
六
年
度
指
名
登
録
業

者
の
資
格
審
査
の
申
請
を
右

下
表
の
要
領
で
受
け
付
け
ま

す
。

一
ナ
ー

コスビ　
ー

サ政行治宇南　
０
いさだく用利ご

皿″″″″″ラ`ぐ
｛

し
コ
証
い
９
場

ン
ス
鑑
て
前
車

プ
ピ
印
っ
午
駐

一
一
や
行
間
・

オ
サ
票
を
時
半

　
｀
政
民
付
扱
時

月
行
住
交
取
４

９
治
・
の
く
後

年
宇
一
ど
・
午

今
南
ナ
な
す
ゝ

　
た
一
明
ま
時

一
〔「

　
十
二
月
二
十
九
日
團
か
ら
一
月
三
日
㈲
ま
で
は
、
次
の
と
お
り
診
療
し

ま
す
。
受
診
す
る
場
合
は
、
「
健
康
保
険
証
」
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
▼
診
療
科
目
・
診
療
日
・
：
○
内
科
・
小
児
科
＝
1
2
月
3
1
日
圖
～
１
月
３

日
㈲
　
○
歯
科
＝
1
2
月
2
9
日
出
～
１
月
３
日
㈲

　
▼
診
療
時
間
・
：
午
前
1
0
時
～
正
午
と
午
後
１
時
～
５
時
（
受
け
付
け
は

午
前
９
時
5
0
分
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で
）

　
▼
所
在
地
・
：
宇
治
下
居
1
3
－
２
（
市
役
所
向
か
い
側
、
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー
内
。
豊
2
2
・
4
6
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

表程日け付け受の者業録登名指
　
　
申
請
区
分
と
業
務
内
容
　
　
　
　
受
用
四
四
受
付
場
所
　
必
要
書
類
な
ど

　
建
築
や
土
木
な
ど
の
工
事
　
　
　
凩
乱
球
　
皿
　
　
印
鑑
証
明
書

ｏ
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
　
2
4
8
言
　
４
　
２
　
商
業
登
記
簿
謄
本

　
測
量
・
土
木
建
築
設
計
　
　
　
　
月
バ
匹
　
皆
　
許
認
可
等
証
明
書
な
ど

　
地
質
調
査
・
補
償
調
査
な
ど
　
　
　
ぺ
雪
Ｅ

※
こ
の
ほ
か
、
必
要
な

ｏ
物
品
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哨
後
Ｉ
　
　
西
　
　
　
書
類
、
記
入
方
法
な
ど

　
物
品
供
給
や
製
造
請
負
　
　
　
　
　
一
一
一
一
ｙ
一
一
一
　
ｍ
　
　
　
申
請
に
つ
い
て
の
詳

パ
リ
ド

シ
　

遜
四
大
匠
羅

　
申
請
を
し
て
い
な
い
と
、

指
名
競
争
入
札
な
ど
に
参
加

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
六
年
度
は
市
内
業
者
を
対

象
に
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
要
領
の
請
求
は
直
接

管
財
契
約
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〈
入
札
資
格
〉

　
次
の
項
目
の
う
ち
、
一
つ

で
も
該
当
す
る
も
の
が
あ
る

平成6年度

育成学級入級申請

1月20日(木)から受け付け

　
平
成
六
年
度
育
成
学
級

（
学
童
保
育
）
の
入
級
申
請
の

受
付
け
を
一
月
二
十
日
團
か

ら
一
斉
に
行
い
ま
す
。

〈
入
級
申
請
が
で
き
る
人
〉

　
平
成
六
年
四
月
二
日
現
在
、

市
立
小
学
校
に
在
学
す
る
Ｉ

～
四
年
生
児
童
の
う
ち
、
母

親
が
昼
間
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
・
病
気
で
入
院
中
な
ど

で
放
課
後
児
童
だ
け
に
な
る

場
合
に
限
り
ま
す
。

〈
申
請
用
紙
と
必
要
書
類
〉

人
（
業
者
）
は
登
録
申
請
で

き
ま
せ
ん
。

　
Ｏ
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産

者
ま
た
は
、
破
産
者
で
復
権

を
得
な
い
人

　
○
平
成
６
年
３
月
3
1
日
現

在
で
当
該
業
務
開
始
後
２
年

未
満
の
人
（
建
設
工
事
関
係

業
種
で
は
建
設
業
法
に
よ
る

営
業
の
許
可
、
測
量
及
び
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
業

種
で
は
業
務
ご
と
に
市
が
定

　
申
請
用
紙
は
、
各
小
学
校

内
の
育
成
学
校
か
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
。

　
申
請
に
は
、
両
親
の
勤
務

証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
申
請
用
紙
と
一

緒
に
お
屏
に
ず
る
「
入
級
の

手
続
き
に
つ
い
て
」
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

　
〈
申
請
受
付
日
と
場
所
〉

▽
１
月
2
0
日
出
―
午
前
９
時

　
～
正
午
、
小
学
校
内
の
育

　
成
学
級
で
。

▽
１
月
2
1
日
面
・
2
2
日
出
―

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
2
2
日
は
午
後
６
時
ま
で
）
、

　
市
職
員
心
一
館
（
市
役
所
向

　
か
い
側
）
で
。

　
な
お
、
現
在
入
級
し
て
い

る
児
童
で
、
引
き
続
き
入
級

を
希
望
す
る
人
も
、
申
請
が

必
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
社
会
教
育
課
（
内
線
２
６

　
・
１
８
°
2
6
1
9
）
へ
。
・

め
る
営
業
に
関
す
る
登
録
、

物
品
や
役
務
関
係
業
種
で
は

当
該
営
業
を
行
ラ
た
め
に
必

要
な
許
可
な
ど
を
得
た
後
２

年
未
満
の
人
）

　
Ｏ
直
前
２
年
の
各
営
業
年

度
に
営
業
実
績
高
が
な
い
人

　
○
市
税
を
滞
納
し
て
い
る

人　
問
い
合
わ
せ
は
管
財
契
約

課
契
約
係
（
内
線
2
1
0
8
）

へ
。

　
前
校
園
横
宅
校
前
納
易
横
校
校
校
咽
１
前
校
校
地
」
ｙ
前
校
側
校
校

言
員
浜
谷
妄
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六
御
平
羽
五
岡
木
府
志
汚
北
南
槙
が
酉
旦
西
平
脈
南
　
ユ
伊
日
大
北

聡
昌
揚
言
器
器
器
高
揚
器
圧
器
器
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1
1
1
1
1
1
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1
1
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右
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地
六
御
平
羽
福
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木
三
志
明
北
南
吹
南
遊
大
西
平
緑
棋
蔭
伊
　
広
北
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I
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^
c
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e
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e
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０
１
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i

移
動
図
書
館
そ
よ
か

ぜ
号

巡
回
日
程

図書館(
1月分)
　おはなし会

3歳以上の子供が対象。内

容は読み聞かせ、紙芝居ほ

か

○中央　12日南､26 日few

○東宇治　　５日南

　いずれも午後3時半~4時

水
道
管
凍
結
に
ご
注
意
を
！

年
末
年
始
の
故
障
な
ど
は
当
番
業
者
へ

　
冬
本
番
の
こ
れ
か
ら
は
、

水
道
管
の
凍
結
に
よ
る
破
損

事
故
が
増
加
す
る
時
期
で
す
。

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
の

水
道
管
の
故
障
や
破
損
は
、

下
表
の
公
認
業
者
に
ご
連
絡

ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
屋
外
に
露
出
し
て

い
る
水
道
管
に
は
、
保
温
材

・
か
巻
く
な
ど
、
凍
結
予
防
策

を
施
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
冷
え
込
み
が
厳
し
い

時
に
は
、
蛇
口
を
少
し
開
け

て
水
を
垂
ら
し
て
お
く
と
、

凍
結
予
防
に
大
き
な
効
果
が

あ
り
ま
す
。
垂
β
し
た
水
は
、

バ
ケ
ツ
な
ど
で
受
け
、
洗
濯

や
ふ
ろ
に
利
用
す
れ
ば
無
駄

も
あ
Ｓ
＼
ま
＼
ん
。

表番当の者業当担理修水漏

おはなしたまてばこ

子供から大人まで年齢間わ

ず。内容は主にｽﾄｰ｀リー

テリング

○中央　　　22日(土)

　　　　　午後３時～3時半

○東宇治　　19日南

　　　　　午後３時半-4時

　
も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け

て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
熱

湯
を
か
け
る
と
、
管
が
割
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
を
。

　
所
９
　
備
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１
業
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ラ
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業
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業
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１
２
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９
　
　
１
　
　
６

　
工
６
　
設
２
工
２
巧
業
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８
工
２
　
チ
ー

地
　
　
２
　
　
６
管
５
Ｈ
工
１
０
　
　
９
　
　
４

　
下
一
　
川
一
　
ダ
ー
哺
森
一
一
　
南
一
　
ウ
ー

西
　
木
１
　
　
３
　
工
２
５
　
３
４
３
　
　
３
　
　
３

　
㈲
２
　
大
２
ウ
2
0
7
㈱
４
夜
㈱
２
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４
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所
―
　
所
９
㈱
ａ
４
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８
　
業
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所
１

区
業
６
　
業
２
　
３
９
業
９
　
工
５
　
乍
６

　
工
６
　
工
４
業
３
６
エ
ー
　
備
５
　
ｎ
５

地
名
３
　
道
３
　
工
８
０
設
７
　
゛
又
７
　
　
５

　
喜
一
一
水
一
　
口
一
一
建
一
　
・
・
‐
。
。
一
　
田
一

中
照
２
１
田
1
　
2
2
2
日
２
　
渾
１
　
保
３

　
㈲
２
　
森
２
関
２
夜
朝
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西
４
　
久
２

　
備
５
７
所
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所
５
　
所
０
　
所
０
　
㈲
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区
設
３
６
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業
５
　
業
１
　
業
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業
６

　
都
１
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２
　
　
３
　
　
６
　
　
４

地
京
０
９
ぽ
８
‘
　
工
８
　
工
２
　
工
２
　
工
６

東
々
よ
ご
　
田
１
　
　
尽
　
門
　
八

　
恰
２
夜
宇
３
　
西
３
　
南
２
　
㈱
３
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３

ペ
ヅ
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書
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　公民館・青少年センター

　・中央公民H

(S20－141I)

　　　〈冬休み子供映画会〉{〉12月25

　日(土)午前1O時~11時半[〉内容…ア

　ニメ｢アラジンと魔丿去のランプ｣

　ほか１本と劇映画１本。

　・大久保青少年センター(S44－

　7447)

　　〈冬休みビデオ映画会〉[〉１月

　６日脚午後i時-3時_

rそれい

　けアンパンマン｣ほか、フ日胞午

　'Ik

I時o時＝｢プーさんとぶし

、ぎな井戸｣ほか【〉対象…幼児～小

　学生と親圃同館。先着40ん

　〈おはなし会〉E〉1月12日出・

　26日附午後3時半～４時r〉対象…

　幼児～小学校%.学年[〉内容…絵本

　の読み聞かせ、it&.芝居ほか。

　スポーツ

　■歩民デー・新春市民歩こう会

　　c〉1月３日田}午前９時半、市役

　所集合。雨天中止【〉コース…乃木

　神社方面､約８キロc〉雨具持参で。

　交通費は自己負担[圃木村さん

　(S21－3633)。

　・歩民デー・市民歩こう会

　　[〉１月９日(日吽前8時半、宇治

公民館集合。雨天時は16日(日)[〉コ

　ース…二尾・立木観音方面、約17

　キロE〉昼食・雨具持参て1交通費

　は自己負担[西木村さん(容21－

　3633)。

　講　座

　・城南地域職業訓練センターの講座

　　[圏いずれも同センター(S46－

　0588)。

　　〈ワープロ初級〉E〉1月20日～

　２月14日の月・火･木･金耀、午前

　９時半～正午(〉１万800円。くワー

　プロ初級〉【〉１月23日2月27日

　の日曜、午後１時～午後3時半E〉

　7800円。　〈ワープロ初級プラス〉

　[〉１月26日o月26日の水曜・午

　後6時半～9時と土曜・午前９時

　半～正午[〉１万1700円。くパソコ

　ンC言語初級〉[〉１月22日~3月

　12日の土曜、午前９時半～正午r〉

カメラで
おじゃま

１万400円。〈簿記日商3級検定〉

l〉1月24日～o月９日の月EM-午

前9時半～正午と水曜・午前９時

半～午後A時半【〉１万500円。

募　集

・市営茶室「対鳳庵」茶室開き

　無料招待

　抽選で200人を招待します。【〉

２月１日（火）、午前9時半～午後3

時半（45分間隔で９回実施）腕主

復はがき（1枚に１人）に住所・氏

名・電話番号・希望時刻を書いて

市役所文化観光課（〒611宇治琵

琶33,

S内線222i）へ12月31日

面（当日消印有効）まで。

福　祉

・児童手当の消滅

　現在児童手当を受給している平

成２年生まれの児童は、平成５年

12月31日をもって受給権が消滅レ

ますにの手続きはいりません）。

該当する人については、今年12月

までの手当を６年２月10日俐に受

給者名義の銀行・信用金庫の口座

に振り込みます　圃福祉総務課

（内1幻307）。

催　し

■消防出初め式

　［〉１月７日面午前lO時半～正午、

太陽が丘（雨天時は文化センター

小ホールで式典だけ）I〉内容…消

防団員の表彰、幼年消防クラブの

鼓隊演奏など圃消防本部（内線

2656）。

お知らせ

■小・中学生広島訪問団の感相文

　集〈第4集〉を差し上げます

　宇治市平牙［堵B市推進協議会では

今年７月、小学６年・中学１年生

を対象に、小・中学生広島派遣事

業を実施。このたび、その参加者

の感想文集『平和への願いも新た

に』一小・中学生広島訪問団文集

第４集－を発行しました。この文

集を差し上げますので、希望する

人は企画管理部総務課（内,1=叙052）

　
十
二
月
七
日
、
善
法
保
育
所
で

は
年
末
恒
例
の
も
ち
つ
き
が
あ
り

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
全
員
、
保

母
さ
ん
に
手
助
け
さ
れ
て
ペ
ッ
タ

ン
ペ
ッ
タ
ン
。
つ
き
た
て
の
も
ち

を
ほ
お
張
っ
て
大
喜
び
で
し
た
。

へお越しください(ii?送不可)。た

だし部数に限りがあります。

・工業統計調査にご協力を

　通商産業省では、毎年12月31日

現在で、製造業の実態を明らかに

するための｢工業統計調査｣を全

国一斉に実施します。調査の秘密

はJ厳守され、統計以外の目的に使

われることはありません。近日中

に調査員が、調査の依頼に各事業

所にお伺いしますので、ご協力を

お願いしますM企画課(内線o

83)。

■農業委昌－挙人名簿を作成

　農業委員会では、毎年同委員会

委員の選挙人名簿を作成。今年度

も1月１日現在で、選挙人名簿に

登靫できる人を調査します。登載

の申請ができるのは、昭和49年４

月１日までに生まれた人で、1000

m"以上の農地を耕ｲ乍している人か

その人と同居の配偶者かi財で、

年間おおむね60日以上4荊乍に従事

している人申請用紙を各農家に

郵送しますので１月lO日月)までに

同委員会事務局(内線2591)か農

協本(支)店へ提出を。

1/8第2土曜子供の催し

■中央公民館(豊20－1411)

　①紙グラフト教室＝大をつくろ

うC〉午前10時~正午。はさみとの

りを持参で②引共映画会[〉午前

1O時~11時と11時～正午の２回。

・木幡公民館(豊32－8290)

　親子連珠教室[〉午前9持半～正

午[〉講師…日本連珠社8段・早川

光勝さん　圃[可館。先着20肱

■宇治公民館(S21－2804)

　①卓球遊び②フライングディ

スク　③パドミントン　④けん玉

遊び⑤ゆりかもめと遊ぼう　E〉

午前９時半～正午。

■小倉公民館(豊22－4687)

　竹細工＝竹とんぼを作ろう[〉午

前10時～正午。

■広野公民館(mi－7450)

　①英語で遊ぼう　②ハーモニカ

音楽を楽しみませんか[〉午前10

時～正午E〉①は小学生先着30人ふ

②は幼稚園児・小学生圃同館。

■大久保青少年センター(S44－

　7447)

　①体操教室＝リズムダンス・lヽ

ランポリン　②折り紙教室＝こま

を作ろう　③自由遊び＝一輪車・

バドミントン　④中・高校生の国

際交流講座＝イランの話【〉①は

午前９時～10時、④は午後１時半

～p時半｡ほかは午前９時～正午。

－
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【献血】６日凩、午前10時～午後1時と午後

２時～o時半、保健医療センター

【飼えなくなった犬・猫】毎週月曜(3日は

除く)、午前９時～10時半、宇治保健所

　【相談あんない】

●青少年相談　19日出、午後１時~ 4時、宇

　治公民館

●法律相談　毎週木曜、午後１時半3時半、

　総合福祉会館。定員は１[§]先着10人。社会

　福祉協議会容22－0600へ電話予約を

●社会保険相談　14日出＝小倉公民館、28日

　金=広野公民館、午後１時~4時。圃京都

　南社会保険事務所aO75-643-3541

●交通事故相談　12日出・26日出、京都府宇

　治地方振興局。[醒同局萱21－2049

●暴力にかかわる困りごと相談　10日(月)、午

　前９時～午後4時､京都府宇治地方振興局。

　電話相談も可。圃京都府暴力追放運動推進

　センターS075-451-8930

※ほかにも各種相談事業を行っています。詳

しくは５年度版｢市民カレンダーと手びき｣

　｢市民の手引き｣をご覧ください。一一
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▼
定
期
収
集
で
「
く
み
も
　
内
の
く
み
も
れ
は
、
3
1
日
廊

れ
」
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
　
の
正
午
ま
で
に
連
絡
を
。
そ

ず
収
集
ロ
か
ら
確
認
の
う
え
、
れ
以
降
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

。
翌
日
（
日
・
祝
日
の
場
合
は
　
　
▼
臨
時
収
集
（
有
料
）
の

そ
の
翌
日
）
に
、
城
南
衛
生
　
申
し
込
み
は
、
年
内
は
１
９
一
月

管
理
組
合
（
豊
０
７
５
・
6
　
2
4
日
廊
ま
で
。
年
始
は
１
月

３
１
・
5
1
7
1
）
に
連
絡
　
４
日
㈹
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

し
て
く
だ
さ
い
。
な
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、
年
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－
－
－
－
－
－
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－
Ｌ

ご
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収
集
日
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燃
え
る
ご
み

2
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日
(
火
)
～
3
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(
水
)
、
毎
日
収
集

■
燃
え
る
ご
み

　
1
2
月
2
7
日
㈲
ま
で
は
、
平
常

日
程
で
収
集
し
ま
す
。
市
内
全

域
の
燃
え
る
ご
み
の
収
集
は
、

2
8
日
㈹
・
2
9
日
困
・
3
0
日
出
の

３
日
間
、
曜
日
に
関
係
な
く
毎

日
収
集
し
ま
す
。

　
こ
の
３
日
間
は
、
午
後
の
収

集
地
区
で
も
必
ず
午
前
９
時
ま

で
に
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
例
年
3
0
日
に
ご

み
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
2
9
日
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
年
は
１
月
４
日
㈹

か
ら
平
常
日
程
で
収
集
し
ま
す
。

料
で
収
集
し
ま
す
。
都
合
の
い

い
日
か
選
ん
で
、
環
境
事
業
所

へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
年
末
は
多
数
の
予
約

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
は
お
早
め
に
。

※
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な
い
ご

　
み
・
臨
時
ご
み
収
集
に
つ
い

　
て
の
問
い
合
わ
せ
…
環
境
事

　
業
所
（
内
線
3
0
0
1
～
一
）

　
０
０
５
）

■
仙
郷
山
埋
立
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分
地

　
1
2
月
2
9
日
團
ま
で
業
務
を
行

い
ま
す
。
年
末
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
早
め
に
搬
入
を
。

ま
た
、
運
搬
中
は
路
上
な
ど
に

ご
み
が
落
下
し
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
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号
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－

1 0
1
1
1
1

第
川

　
　
ｌ

　
　
－

　
　
－

6年1月の燃えな

いごみ・し尿収集

日程

年
末

年
始

■
燃
え
な
い
ご
み

　
年
末
分
は
本
紙
1
2
月
１
日
号

に
、
年
始
分
は
今
号
（
下
表
）

に
掲
載
。
必
ず
決
め
ら
れ
た
日

の
午
前
９
時
ま
で
に
、
集
積
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
末

の
毎
日
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
を
。

■
山
間
部
に
つ
い
て

　
笠
取
・
炭
山
な
ど
の
山
間
部

は
、
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な
い

ご
み
と
も
、
年
末
は
2
9
日
團
の

午
前
中
に
特
別
収
集
し
ま
す
。

■
臨
時
ご
み
収
集

　
年
末
の
大
掃
除
な
ど
で
一
時

的
に
多
量
に
出
る
ご
み
は
、
有
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